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　皆様あけましておめでとうございます。さて、昨年を振り返りますと、当市にとっても、48年
ぶりの一大イベントであった SAGA2024国スポ・全障スポをまずは、無事開催することができた
ことに市民の皆様に深く感謝を致します。特に全障スポ日程の10月27日に地域で開催したシシリ
アンライス1000食おもてなしプロジェクトを大成功にて終えることができたことに地域の仲間
たち、そして全国からお越しになった選手及び関係者の皆様に心より感謝致します。

ご協力ありがとうございました。議会においては、委員長や副委員長の役割を多くの議員の仲間に助けられ、無事、昨年は
乗り越えることができました。今年は、いよいよ、私にとっても勝負の年となります。今年も議会において、また地域において、
皆様の下支えを続けて、最高の結果が出るように精進を続けてまいります。今年もどうぞ宜しくお願い致します。

若楠校区内にある SAGAアリーナにて活躍する佐賀

バルーナーズと小学校とのコラボマンホールが昨年

11月に完成しました。昨年の1月に佐賀バルーナー

ズにマンホール制作の打診をし、了承をいただき、

5月に佐賀バルーナーズ、佐賀市上下水道局、若楠

小学校、若楠まちづくり協議会にて制作に向け会議

を実施をし、そこで、小学校児童とバルーナーズが

共にデザインを制作をすることを取り決め、7月に、

佐賀バルーナーズデザイナーと若楠小6年生児童全員

で、マンホールデザインを構築する授業を小学校にて

実施をし、今回のデザインを児童と佐賀バルーナー

ズで完成させました。現在、SAGAアリーナ北側の

歩道信号前に設置されています。

ご通行の際は、ぜひ皆様ご覧下さい。    

ご挨拶

永渕 ふみたか

　11月定例会は、11月28日に開会し、12月19日に閉会しました。一般会計補正予算案など 24
議案を可決・承認し閉会しました。今回の一般会計補正予算の総額は、約9億6,900万円で補正後
の予算総額は約 1,173億 6,800万円となり、前年度同期に比べ 1.1%の減となっています。

裏面もご覧ください。

小学校と佐賀バルーナーズとのコラボデザインマンホール完成しました！！

佐賀市
11月定例会

令和6年度
11月補正予算
主な事業

●豪雨等災害関連経費　1億 9,290万円
7月豪雨、台風10号及び 9月豪雨に係る災害関連経費

●大和支所改修事業　6,372万円
県立大学の開学に伴い、移転が必要となる佐賀中部農林事務所を受け入れるための
大和支所の改修経費

●新市 20周年記念　空飛ぶ感動誕生事業　1,000万円
新たな熱気球の製作に要する経費
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表面もご覧ください。

永渕ふみたか プロフィール

〒849-0928 佐賀県佐賀市若楠 3丁目 3-23

インターネットで「永渕ふみたか」と検索 !!
活動の日々を発信しています。

TEL.0952-38-2323
FAX.0952-33-5176

昭和51年８月19日生まれ（48歳）

佐賀北高等学校卒（30期）

総務委員会（委員長）　所属

九州新幹線整備に関する調査特別委員会（副委員長）所属

議会運営等改革検討会　所属

天山地区共同衛生処理場組合議会　所属

若楠校区子ども育成部会　部会長

佐賀市議会　自民政進会（副代表）　所属

令和3年10月佐賀市議選挙当選（3期目）

若楠校区子ども会会長

若楠校区地域子ども教室会長

http://nagafuchi-fumitaka.com/『永渕ふみたかホームページ』もご覧ください。 https://nagafuchi-fumitaka.com/
https://www.facebook.com/nagafuchifumitaka/

お気軽にご相談ください。

ここがポイント！ 　経済の分野において、当市の中で好循環を生み出すためには、起業の種をいち早く知り、いち
早く育てて、経済の好循環を作り出し、市の税収増に繋げ、市民が豊かな暮らしができる町づくりのお手伝いをする。まさに

これが必要であると思いますが、起業の種を掴み取ろうとするため、各自治体がしのぎを削っているという現実があります。

しかし、踏み込んでいかなければ、当市にチャンスは巡ってはきません。開学が決まった佐賀県立大学、こちらは、地元で

活躍できる若者の育成をめざすということで、「経営分野」と「データサイエンス・情報分野」を学ぶ学部設置の検討が

進んでいると聞いています。今後は、このような学部を目指す若者の心に宿る起業・創業のアイデアを発掘することも

当市には積極的に求められることになるでしょう。そういう変化が生まれる時期に差し掛かっている当市において、起業の

種を発掘し、そこから事業化に繋げていく起業家を支える取り組みは、もっと当市はやるべきですし、しっかり施策として

構築をしていく必要性を感じます。11月定例会では、当市でのビジネスプランコンテストの開催の提案をしました。提案に

対し、市より、起業を目指す人々にとって、より効果が高い手法等について具体的に考えていくと答弁がありました。当市が

より早く、より良いビジネスプランを知り、自らのチカラで税収増ができるようにチカラを注いでいく。そのためにも、起業

精神に溢れる皆様と話す場、出会う場を作る必要がこれからもっと重要になってくると私は感じます。当市から起業、創業を

始めてくれる起業家を本気で作っていく。そして、根付いてくれるよう真からの努力をする。未来の佐賀市のためにも、

ここが、今求められているのではないでしょうか。

起業の種を発掘し更なる当市の経済発展を！！一般質問

より効果が得られるような様々な支援策を研究し、多くの方が本市を起業・
創業の地としてもらえる取り組みを進める。

起業や創業を目指す起業家を作るため、当市に求められているものとは？

有効な手段と認識している。様々な手法があるので、より効果が高い手法
等を具体的に検討する。

ビジネスプランコンテストの必要性を提案するが、市の考えは？

さらに産学官連携の体制を強化し、付加価値の高い新しいビジネスを生み
出す取り組みも検討する。

開学が決まった県立大を念頭に若いチカラの起業を後押しする施策が必要では？

質問する私
※QRコードより質問動画ご覧いただけます。

答弁をする経済部長


